
身体的拘束の最小化に向けた取り組み 

患者さんの尊厳を守り、安全で安心できる医療を目指して 

 

1．身体的拘束の最小化に向けた主な取り組み 

組織的な取り組み 病院長、看護部長が中心となり、身体拘束を最小化に向けた対策を講じます。 

多職種による検討 医師・看護師等の多職種で連携し、必要性や代替方法を検討します。 

代替方法の実践 患者さんの状態や行動の要因を把握し、環境調整・見守り・適切なケア等を行います。 

早期解除への取り組み 実施中も必要性を継続評価し、解除の可能性に向けた取り組みを実施します。 

職員教育・評価 職員研修を行い、実施状況を定期的に集計・評価し、改善に努めます。 

 

2．身体的拘束実施割合の推移 

集計期間：2026 年 6 月 ～ 2026 年９月  

集計月 身体的拘束実施割合 

2026 年６月  1.0 ％ 

2026 年 7 月  1.7 ％ 

2026 年８月  2.5 ％ 

2026 年９月  3.1 ％ 

 

 

 

 

医療機関名：セントラル病院                

掲載日・最終更新日：2026 年 9 月 30 日 


